泳合会水泳部ＯＢ／ＯＧの皆様へ

　風薫る初夏の訪れを感じる季節となりましたが、皆様におかれましてはご健勝の事と存じ上げます。今年はコロナウイルスの影響で、例年会報をお送りさせていただいておりましたが、未だ新入部員もいない状況です。また、殆どの公式大会は中止となり、皆様にご連絡出来ることがあまりありません。また、例年水泳部の学生と一緒に、住所貼り、袋詰めなどしていましたが、一人では厳しいと感じ、断念することとなりました。本校は未だリモート授業を継続しており、7月6日以降に今年度の初登校となり、その後、新入部員が加入し、部活動が再開という流れになるため、皆様にお知らせできる材料が乏しい状況ですが、ひとまず、昨年の大会の報告も兼ね、会報を制作しました。

＜全国高専大会報告＞

　令和元年度の全国高専大会は、広島商船高専主幹で行われました。全国高専大会が2日間開催となり2年目です。女子の種目が増え、神戸高専にとってはとても有利になるものですが、数年先には女子リレーが組めないかもしれない、逆に危機が迫っている状況でもあります。

　平成30年度の大会は、1つ目の予選レースで女子200ｍメドレーリレーがトップ通過にもかかわらず、引継ぎ違反で失格となり、嫌な流れのスタートとなりましたが、令和元年度は決勝メンバーではない4名で泳ぎ、5位通過で無難にスタートを切りました。女子200ｍリレーでは、決勝メンバーでない3名が泳ぎトップ通過しています。決勝メンバーでない選手で、決勝に残る力があることからも神戸高専の女子の強さがわかると思います。数年前の女子には、飛びぬけている選手がいましたが、現在はそのような選手はおりませんが、安定した力のメンバーが揃っており、層の厚さが強みです。2日間開催ですが、1日目に全ての予選、そして男女のメドレーリレーと男子400ｍ自由形だけが決勝を行います。それ以外の種目は2日目に決勝を実施する変則的な大会となっています。昨年から正式種目に採用された女子200ｍメドレーリレーは、初代チャンピオンが大会記録保持者になりますので、昨年、取れなかった大会記録更新が一つ目の目標でした。こちらは見事4秒ほど記録を更新しました。男子のメドレーリレーは健闘しましたが、2位という結果でした。しかし、これも前回大会は5位と沈んでいましたので、表彰台への復帰となりました。
　2日目は、決勝レースのみですので、半日で終わるスケジュールの中、個人2種目とリレーに出場する選手が数名おり、休息する時間もなく自分との戦いとなりました。圧巻だったのは、1日目からトータルで決勝種目が男子14、女子8の合計22レースあるのですが、久しぶりに全種目に1名ないし2名の選手が決勝に残ったことです。応援に来ていただいた方は、「お手洗いに行く時間がないほど応援した」と言って喜んでいただきました。10年程前にも一度、全種目決勝進出者を出すことが出来ていますが、男女とも隙間なく各種目の選手を育成することは難しく、この大会は非常に意味のあるものになりました。これだけのメンバーが決勝に残りましたので、総合優勝を勝ち取り、8連覇することができました。ただ、これまでも神戸高専にはトップ選手は不在でしたが、リレー種目の4名になると総合力で上位に食い込んでいましたが、他校も4名を揃えるチームが増え、なかなかトップを取ることは近年できていません。また、昨年も書きましたが、4年生以上の女子は多いですが、高校生の年代は2名で高校大会ではリレーも組めず、高専大会で女子種目が増えた今、女子の入部が減っているのも数年後には響く状況となり、ここ数年は女子が得点を稼ぎ総合力に貢献しているが、数年後には男子が得点を稼ぎ総合力に貢献しないといけない現実が見えています。
　　　　　2005年　準優勝59点（福島60点、木更津44点） 　1点差負け
　　　　　2006年　優勝92点（福島54点、秋田51点）   
　　神戸開催（初優勝）
　　　　　2007年　優勝72点（福島69点、高松61点）   
　　　　
　　　　　2008年　準優勝79点（福島80点、高松59点） 　　リレーで逆転負け
　　　　　2009年　優勝79点（福島75点、八代56点）　　　　　       
　　
  　　　　2010年　優勝94点（福島47点、佐世保45点） 
　　2位とダブルスコア―
　　　　　2011年　3位（松江78点　鈴鹿68点　神戸58点）　撃沈
　　　　　2012年　優勝104点（松江103点、鈴鹿75点） 
　　リレーで逆転勝利
　　　　　2013年　優勝136点（松江97点　福島76点）　　　
　　　　　2014年　優勝156点（松江104点、鈴鹿59点）　　 
　　　　　2015年　優勝132点（松江92点、福島85点）　　　川上莉穂平泳ぎ5連覇
　　　　　2016年　優勝132点（松江103点、福島70点）　　 総合優勝5連覇達成
　　　　　2017年　優勝133点（松江127点、福島61点）　　 福田瞳3種目5連覇　

　　　　　2018年　優勝148点（松江78点、小山65点）　　　女子種目3種目増
　　　　　2019年　優勝193点（小山73点、福井65点）　　　長谷川愛ﾊﾞﾀﾌﾗｲ4連覇
１．ご寄付に関する報告

毎年多くの方々からご寄付をいただき、本当に感謝しております。下記に会計を掲載しておきます。寄付金につきましては、本年もこの会報の郵送代や学生の活動に支援させていただきました。学生も部費を毎月出したり、マスターズ大会の運営を手伝ったり、高専祭での儲けを部費に組み入れたりして自分達でも資金作りを行っています。
昨年度は、全国国公立大会は鹿児島開催でしたが、旅費を安くすることができ、寄付を利用しませんでした。また、全国高専大会は、広島県ということで全員で参加しました。出場メンバーしか旅費は支給されず、出場メンバーの旅費を折半し、いつも頑張っているメンバーで応援でき、チーム力が向上したと思っています。
今年度は、公式大会の目途もなく、使用目的がない状態ですので、ご寄付については、一旦休止をさせていただきます。できるだけ、その一年の寄付は、その学年で使用することが余剰金が大きくならないと考えています。今回は、昨年度の会計のみ掲載させていただきます。

令和元年度　水泳部収支決算報告書

　＜収入の部＞           　　　　＜支出の部＞
　繰越金･･････194,487円　

ドーム補習費････････30,000円
　ＯＢ寄付････249,493円　　　　
会報切手代･･････････17,466円
　利子･･････････    1円　　　　
全国高専援助金････ 100,000円（全員で参加）
　　　　合計　443,981円　　　
　　　　　　　　　　　　　　合計　147,466円
＜令和2年度繰越＞　　　繰り越し金　296,515円

　

　今年はコロナウイルスの関係で、全国高専大会（奈良）・全国国公立（横浜）が中止になりました。私が言うのもおかしいですが、間違いなく9連覇していると思います。今年の5年生は、男女とも揃っており、ご連覇した時の学年が第一最強学年とするならば、第二最強学年だと思っております。長谷川愛は、バタフライで5年連続優勝がかかっておりましたが、幻となりました。5年生は、随分と悔しい思いをしているようです。徐々に進路に目が向いている様子ですが、その進路も今年は厳しい状況です。どこのチームも同じですが、今年は「我慢の年」として、乗り切るしかないようです。
２．水泳部活動状況

1）新入部員はわかりません。現在の部員総勢は、専攻科生1名(女子1名)・5年生9

　名（女子3名）・4年生12名（女子4名・女子マネージャー3名）・3年生11名（女
　子1名・女子マネージャー1名）・2年生12名（女子1名・女子マネージャー1名）
　の総勢45名に新入生となります。顧問は、昨年度末で田口秀文先生（機械工学科）
　が、早期退職をされました。今年度は、福井智史（機械工学科）、小矢美晴（電子工
　学科）、石原のり子（一般科国語）、寺田雅裕（一般科体育）の4名で頑張ります。
2）昨年に続き、兵庫県のスポーツ表彰金賞・神戸市のスポーツ表彰やユース賞など、
  数々の表彰式に参加しました。
　 3）令和元年度近畿高専大会は、総合優勝18連覇することができました。
   4）神戸市高校大会で男子は準優勝しました。優勝は村野工業高校で、両校は300点台

　　　の争いでした。3位以下は150点を取っておらず、この2校が飛びぬけていた感じ

　　　です。常日頃より書いていますが、トップ選手はいませんが、総合力がある層の厚いチームだと思います。神戸市立の高校大会ではなく、神戸市内高校大会ですので、高専のレベルはかなり高く評価委しても良いと思います。また、村野工業高校はスポーツ推薦で入学している生徒もたくさんいますので、こちらは数で勝負した感じです。この数年間は、男女とも準優勝や優勝があり、いずれも準優勝の時は須磨学園が出場していました。神戸市内でもトップの学校に成長しました。
 5）令和2年度大会日程

　　　全て中止
３．水泳部OB交流会　　
　こちらも残念ながら中止します。

　来年度以降、ご参加お願いします。
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